
ジュゼッペ・コンコーネ                              

（Giuseppe Concone, 1801 年 - 1861年）は、イタリアの声楽家、作曲家、教師とし

て知られており、特に声楽練習曲集で有名です。彼の作品は、  声楽や管楽

器奏者の基本的なトレーニングに役立つものとして、音楽   教育の分野で高く

評価されています。 

コンコーネは、1801年にトリノで生まれました。若いころから音楽に強い関心を持ち、 

イタリアでの声楽と音楽の教育を受けました。彼は、当時のイタリアオペラや声楽の 

技法を深く研究し、特に声の使い方や発声の技術に秀でていたとされています。 

その後、フランスに渡り、主にパリで活動しました。パリでは声楽教師として多くの弟子

を育て、声楽指導者としての名声を確立しました。また、パリは音楽教育においても重

要な拠点であり、コンコーネの作品はここで広く使われるようになりました。彼の指導法

は、発声法の基礎を築くためのエチュードを中心にしており、これは後の多くの声楽教

師や音楽教育者に影響を与えました。 

《50 の声楽練習曲》Op.9：                                     

これは、特に初学者向けの声楽トレーニング用に書かれたエチュード集です。発声の基

礎を学び、声のコントロールや音域の拡張を目指すための基本的な練習として使われ

ています。 

《25 の声楽練習曲》Op.10：                                   

こちらも、より高度な技術を学ぶための練習曲です。テンポの変化や音域の拡

張、声の持久力を鍛えることを目的としています。 

《15 の声楽練習曲》Op.12：                                   

さらに進んだ学習者向けの練習曲集であり、装飾音や複雑なリズムを含む音楽

的表現力の向上を図るものです。 

コンコーネの練習曲は、イタリアの声楽伝統に基づきながらも、フランス風の洗

練された要素が取り入れられています。これにより、単なる技術練習にとどまら

ず、音楽的な表現力も養うことができるよう設計されています。 



コンコーネの教育理念は、正確な発声技術の確立と、音楽的表現力のバランスを重

視する点にあります。彼は、声楽の基礎を築くために、声の安定性と持久力、正しい 

呼吸法が重要だと考えていました。 

特に発声において、呼吸法と喉の使い方を正確に学ぶことが重要であり、そのための

練習として、彼のエチュードが広く用いられました。音域を広げること、音を安定させるこ

と、そして音楽的なフレージングを学ぶことが、彼の練習曲を通じて強調されています。 

コンコーネは、主にパリでの活動を通じて多くの音楽家と関わりを持ちました。彼は、オペ

ラや声楽分野で活躍する多くの歌手たちに指導を行い、その影響は広くヨーロッパ中に

及びました。 

彼の教育法や作品は、フランスやイタリアだけでなく、他の国々でも広まり、特に声楽教

育の基礎として長く使われてきました。また、彼の練習曲は、現在でも声楽学習者にとっ

ての基本的な教材として広く使用されています。 

コンコーネの影響は、音楽教育の分野にとどまらず、管楽器奏者や器楽奏者にも広が

っています。彼の練習曲は、管楽器のために編曲されることもあり、音楽的なフレーズの

練習や、リズム感の向上、テクニックの発展に貢献しています。 

ジュゼッペ・コンコーネは、声楽練習曲の作曲家として、また教育者として大きな影響を

与えた人物です。彼の作品は、現在でも声楽教育の分野で基礎的な教材として用い

られており、発声法や音楽的な表現力を学ぶ上で欠かせないものとなっています。彼の

練習曲は、技術的な練習を越えて、音楽的な表現力を養うことを目的としており、その

価値は現代でも高く評価されています。 

 


